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比 重 一 弾 性 率 曲 練
一般に木材は木材実質と空隙との混合体と考えられ,木材実質の比重については樹種の如何
をとわずほぼ一定とされており,したがって,空隙量を示すものは比重 と考えられる｡
比重と弾性率との関係は古 くから研究されており,簡単な混合則 E-∑o･lElと表わされ る
ものもある｡ここで 仇 は i番目の成分の割合であり,E･lはその成分の弾性率,E は混合体
の弾性率である｡











































さて,半径方向の弾性率 (ER) および切線方 向 の







BARKAS の仮定における欠点を認めうる｡さらに,比重が小さくなるはど この ERと ET の







































ははば 1.2,Er では はば1.8という値を
とる｡ここでEI～の勾配 1.2という値は前














































EL-∑意 告 + ∑3% I-i(告 l若 ,)3郎 十





･-E とL t はここで は 奥 行
を単位と考え t-1とする｡
al才/aL:-i番目の要素の alと a の比







(2)式中の Eは (1)式でえた ELに相当し,これを代入すれば,
E-


















それゆえ,比重 Yは上式のQに前述の細胞膜量 Qw をあてれば
ad





寸 度 測 定 お よ び 測 定 結 果
前述したような計算をすすめてゆくために式中の変数である寸度測定を行わねばならない｡
本研究では,樹種として比較的測定しやすい細胞構造をしたヒノキ (ChameacyparisObiusa
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よ び 考 察
細胞膜の比重は,模型によって導かれた式(3)より上述のように1となる｡この値に対す る Er






察できる｡また,巨視的な構造ばかりでなく,久保11) や松本らが春秋材部のラセソ構造 の ち
がいが弾性率に影響 していると指摘 していることや,山井1三'が モデル によって中層の傾角の
大小が弾性率に影響を及ぼすと指摘 している点,微細構造上からも解析検討してゆく必要があl
ると思われる｡
繊維材料について,二村13) や小野木14) らがシ- トのみかけの弾性率を微視的な各セグメン
トの弾性的な曲げおよび伸びによる変形を考慮して理論式を与えたように,本報では木材につ
いて巨視的な細胞形態がある力をうけた場合細胞壁の伸縮のみでなく,曲げ,勇断によって生
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がFig.4-Fig.7に示されてい る｡ このようにして弾性率ETを求めた結果が, Table2の
(a)および (b)に示され,Fig･1にプロ ッ トされている｡
この結果,計算値は実測値 と比較 した場合 , 比重の高い範囲でははば一致 したが,比重が小







In Fig.1theYoUNG's moduliER andET Ofwoodsareplottedagainstthe











asshowninFig.2,andthen theYoUNG'smodulusErwillbeglVen by the
equation(2).Thevariablesinthisequationaremeasuredbyamicroscopical
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